
■移住定住促進補助金
空き家バンクを利用し、空き家を取得もしくは賃貸された方を対象に費用の一部を助成します。（上限100万円）

■移住支援金
東京圏から美里町に移住し、就業又は起業等をされた方に支援金を支給します。

■新婚新生活支援事業補助金
経済的負担の支援として、新居の住居費等の一部を助成します。

■母子健康手帳の交付
保健師・栄養士が妊娠・出産・育児に関する情報を提供します。

■特定不妊治療費助成事業・一般不妊治療費助成事業
不妊治療に要した費用の一部を助成します。

■産婦健診
産後間もないお母さんの心と身体の健康保持や産後うつ病の予防等、出産後の
切れ目ない支援のため、産婦健康診査の費用の一部を助成します。

■妊婦健診
妊婦週数に応じて最大14回分の妊婦健診の費用を助成します。

□出産育児一時金
出産にかかる費用の助成が受けられます。
（加入している健康保険での手続きとなります）

■出生児祝い金
児童の出生を祝福するとともに、健全な育成を図るため、祝い金を支給します。
第１子～第３子 10万円、第４子以降 20万円

■産後ケア事業
助産師などの専門のスタッフから、お母さんの体調管理や体と心の休息、沐浴
方法、授乳方法などのサポートを受けることができます。

■新生児聴覚検査助成事業
新生児聴覚検査の費用の一部を助成します。

■未熟児養育医療費給付
指定養育医療機関の医師が入院養育の必要を認めた場合には、保険適用が
ある医療費について給付が受けられます。

■こども医療費助成制度
高校３年生までのこどもが、病院などの医療機関で診療を受けた場合や処方箋薬局
で薬を受け取った場合の健康保険による自己負担分を助成します。

■児童手当
高校３年生までのお子さんを養育されている保護者に対して手当が支給されます。

■こんにちは赤ちゃん事業
保健師や管理栄養士などの専門の資格をもった職員がご家庭を訪問し、赤ちゃんやお母さん
の健康状態の確認やお母さんと一緒に赤ちゃんの成長発達の様子を確認します。

■乳幼児健診・歯科健診
お子さんの健康の保持増進を図り、安心して育児ができるよう支援します。
・３～４か月健診 ・６～８か月健診 ・10か月相談 ・１歳相談 ・１歳６か月健診
・２歳歯科健診 ・３歳健診 ・４歳歯科健診 ・５歳健診

■ ６歳臼歯シーラント処置無料券交付
むし歯予防処置であるシーラント無料券を５歳健診時に交付します。

■一時預かり事業
保護者が病気等のため、家庭で保育できないお子さんを一時的に預かります。
（各保育園、認定こども園）

■保育料無償化
保育園、認定こども園を利用するすべてのこどもの保育料を無償化しました。
※通園送迎費、食材料費、行事費、延長保育料等は保護者負担となります。

■副食費の無償化
保育園、認定こども園を利用するすべてのこどもたちの保護者の負担軽減のため、
副食の提供に要する費用を補助します。

■病児・病後児保育
保護者の就労等の理由により、自宅での保育が困難な病気の回復期にある児童を
一時的に預かり保育を行います。

■子育て支援センター
安心して楽しい子育てができるよう、親子で一緒に遊んだり、育児相談、育児講座、
子育てサークルなどの育児支援を通し、子育てを応援します。

■就学援助
経済的な理由により、学用品などの費用の一部を援助します。

■小中学校給食費支援
小中学校に通う児童生徒の保護者に対し、学校給食費を半額補助します。

■放課後児童クラブ利用料減免事業
経済的負担軽減を図るため、長期休暇中の利用料を減免します。

■妊婦支援給付金
経済的支援として妊娠時に7万5千円、出生時にこどもの数×７万５千円を支給する
とともに、妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型支援を行います。
※７万5万円のうち2万5千円は町独自の上乗せ分です。

■特別支援教育就学援助
特別支援学級等に通う児童生徒の保護者に対し、就学にかかる費用の一部を援助
します。

■小中学校通学費補助
遠方より通学する児童生徒に対し、通学に要する費用の一部を補助します。

■公営塾
学力向上を図るため、中学３年生を対象に公営塾を開講します。
受講料は無料です。

■インフルエンザ予防接種補助
重症化及び家庭の経済的負担を軽減するため、６か月～18歳までのを対象に、
接種費用の一部を補助します。 接種費用の２分の１補助 （上限2,000円）

■子育て短期支援事業
保護者の方がさまざまな理由で、一時的にお子さんを自宅で養育することが困難になった場合
に、児童養護施設等で一定期間お子さんをお預かりする事業です。

■妊婦歯科健診
町内の歯科医療機関での歯科健診の費用を助成します。

■チャイルドシート貸付
６歳未満のお子さんがいる保護者へチャイルドシートの貸付けを行っています。

■放課後児童クラブ
経済的負担軽減を図るため、長期休暇中の利用料を減免します。

■放課後子ども教室
地域の方々の参画を得て、こどもたちとともに勉強やスポーツ・文化活動、地域住民
との交流活動等の取組を実施します。

■児童扶養手当

■ひとり親家庭等医療費助成制度

■母子父子寡婦福祉資金

■特別児童扶養手当

■障がい児福祉手当

■自立支援医療

こども応援課

■こども政策係・■子育て支援係 ☎42-6550

■福祉課 障がい・生活支援係 ☎47-1116

■健康保険課 健康支援係、保険年金係 ☎46-2113

■国民健康保険税の産前産後の軽減
国民健康保険に加入している人が出産した場合は、国民健康保険税が減額されます。

□地域学習教室
ひとり親家庭の小学校、中学校のこどもを対象に地域学習教室が行われています。

■ひとり親家庭自立支援給付金事業

■学校教育課 学校教育係 ☎46-2115

■美しい里創生課 まちづくり政策係 ☎47-1111

■総務課 防災交通係 ☎46-2111

■社会教育課 社会教育係 ☎46-2038

■生活支援サービス

QRコードを読み取って、

友だち登録してご利用ください。

(※トークルームに名前を送信してください。)

■子育て世帯訪問支援事業
訪問支援員が、家事・子育て等に対して不安や負担を抱えた家庭の居宅を訪問し、不安等を傾聴し、
家事・子育て等の支援を実施し、養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐ事業です。

■１か月児健康診査助成事業
１か月児健康診査の費用を助成します。

■ 子育て家庭おむつ支給事業
１歳までの赤ちゃんにおむつを配布します。
配布時期：2か月訪問、乳児健診・相談（最大５回）



相 談 相談機関 連絡先 相談時間等

妊娠期から子育て期における
相談全般、虐待の相談、通告

こども家庭センター
☎0964-42-6550
📱090-3267-0558

平日
8:30～17:15

こころの相談 こども家庭センター ☎0964-42-6550（要予約）
第１・第３金曜日
9:00～16:00

18歳未満のこどもの養育上の
悩みや非行、虐待など

中央児童相談所
全国共通ダイヤル ☎189
☎096-381-4451

随時

妊娠やお子さんの発育に関す
ること

健康保険課 健康支援係
（保健師、栄養士等）

☎0964-46-2113
第４火曜日

10:30～11:30

就学や進学、いじめや不登校な
どに関すること

学校教育課 学校教育係 ☎0964-46-2115
平日

8:30～17:15

発達相談
障がいのあるお子さんに関す
ること

福祉課 障がい・生活支援係 ☎0964-47-1116
平日

8:30～17:15

児童発達支援センターいまここ ☎0964-27-7717
平日

8:30～17:00

相談支援事業所

相談支援センターゆきぞの
（知的障がい）

☎0964-47-2381 随時

相談支援センターこすもす
（知的障がい・身体障がい）

☎0964-33-4551 随時

うきうき地域生活支援センター
（精神障がい）

☎0964-22-2510 随時

ひとり親家庭等の相談 こども応援課 こども政策係 ☎0964-42-6550
平日

8:30～17:15

こどもとその家庭の困りごと相
談、支援

児童家庭支援センターぽぴんず
☎0964-42-9143

jikasen@popins-kumamoto.jp

平日
9:00～18:00

育児に関する不安や悩みなど
の相談、子育て広場、子育て相
談機関

子育て支援センター
あおぞら（青空保育園）

☎0964-46-2909
月曜～土曜
9:30～16:00

子育て支援センター
キラキラひろば（はちす保育園）

☎0964-47-2261
月曜～土曜
9:30～16:30

こども・若者に関するあらゆる
相談

子ども・若者総合相談センター
COCON

☎096-387-7000
kowaka-cocon@wind.ocn.ne.jp

平日
8:30～21:00

ヤングケアラーに関する相談 ヤングケアラー相談支援センター
☎096-384-1000

kumamotoyoung@wonder.ocn.ne.jp

平日
8:30～17:00

いじめ問題や子どものSOS全
般

熊本県24時間子供SOSダイヤ
ル

☎0120-0-78310（なやみいおう）
※PHS、IP電話からはつながりません

24時間

全般的な悩み相談 熊本いのちの電話
☎096-353-4343 24時間

☎0120-783-556 16:00～21:00

育児のこと家族のことなんでも 親子のための相談LINE
友達登録すると
相談できます

平日
16:00～22:00

令和７年６月発行

美里町
公式LINE

各種サポート・相談窓口


